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開業小児科の現役を引退して
ー感謝の気持ちを伝えたいー

(医)いちご会ちねん小児科知念正雄

2022年 12月末に、 44年前に開業 した診療

所を閉鎖し現役を引退した。

引退するときには静かにやめる予定であった

が、 当日 には私の意に反して地元の新聞社が来

て記事に した。患者さんには 1か月前に 「お

知らせJの文章を、受付の前に掲示しておいた

ところ、皆さんがいろいろと心配してくれるよ

うになり、 子供さんに託して小さなメモやお礼

のお手紙をくださるようになった。お花やクッ

キーなどいろいろな贈り物をいただいた。自分

の引退は一身上の都合だけでは済まないことが

身に染みて感じると同時に、皆さんが私のこと

を心にとどめてくれていたことに胸にジーンと

くるものを覚えた。

1977年 3月に中部病院を辞して、すぐ近く

に小さな小児科医院を開業した。病院勤務中は

日夜多忙な生活を強いられていたので、わざわ

ざ県立病院まで来なくてもと思われるほどの軽

症の患者さんが多く、自分が病院の外に出てせ

めて 1・5の救急までやれる開業小児科医院を

目指そうと思った。さらに当時はまだ外来小児

科学という概念が確立していなかったので、 自

分なりにそれを実践しようという思いもあっ

た。あれから 44年が経過した現在、 当時の思

いをどの程度実現できたかはおぼつかなく '阻侃

たるものがある。

医師の引退については、年齢的には特に決

めていたわけではなかったが、70歳過ぎごろ

から加齢による難聴が気になって来た。最初の

頃は学会や研修会で、演者の声が聞こえづらく

なってきて、会場で前の席に座るようになった。

さらにある会議で、はっと自分自身の聴力の衰

えに気が付いた。それ以来引退を気にするよう

になった。85歳を区切りにしようと思ってい

たが、 2019年からのコロナ感染症のパンデミッ

クの発生が、引退の決断を速めた。診療所での

感染予防対策の困難さや、患者さんとの距離が

次第に遠くなった感じがしてきた。また来院す

る患者さんの激減などによる診療所運営が若干

難しくなってきたのもその一つである。我慢し

ながらこの困難を切り抜けて、 診療を継続して

いきたいと思う気持ちもあったが、自分自身の

加齢現象もあわせて今が決断の時期であると判

断した。家族のだれも反対しなかったので「や

はりそうかjという 気持ちになった。以前にテ

レビでみた画面を思い出した。よろよろよたよ

たして、本人自身が看護師に助けられながらも

熱心に、毎日入院している年老いた患者さんを

診察していた老医師の姿である。そこまでしな

くてもと思われたが本人は「医師としての義務

だから」ということであった。その言葉は私の

心を突き刺して、それ以後その老医師の姿が私

の脳裏に焼き付いた。その後まもなくその医師

は亡くなられたが、 医師は自分の仕事に天命を

捧げるのも一つの人生かもしれない。

引退したらあれもしよう、これもしたいなど

と考えることがあ った。読書とクラシックの音

楽で、楽しい日々が送れると期待したが、いざ

その時が来てみると老人性難聴が出てきて、 音

楽を十分楽しめなくなり、本を読むとついつい

眠くな ってしまう。1997年に赤瀬川原平氏が

「老人力jという本を出して広く 読まれたこと

があ った。「老人力」と は加齢とともに体力は

低下するが、年の功による知恵の蓄積のことを

言うのかと思われたが、そうではなくて、加齢

とともに現れる物忘れ、ため息、ボケなど、 重
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碌と忌避される現象に潜むとされる未知の力を
表現したものらしい。しかしそれも認知力の低
下が進行するとあまり頼りにならない。ともあ
れここで嘆いてばかりはいられない。加齢とと
もによいことも出てきた。それは自分の中に他
人への「感謝」の気持ちが増えてきたことだ。
これまで生きてこられたのは、多くの方々から
の、見えるもの、見えないものの支援があった
ればこその「人生」である。それに対する日頃

の感謝の気持ちを十分伝えてなかったことを反
省して、今後はこの感謝の気持ちを他人への思
いやりにかえていくのである。老人の謙虚な心
は、寛容と感謝につながる。
　人生 100 年の時代と言われている。これか
らの人生を生かされていることに感謝し、小さ
なことにも大きな感動を覚えながら歩んでいき
たいものだ。

沖縄県文化観光スポーツ部観光振興課からのお知らせ

　今般、沖縄県では、外国人観光客の医療問題に
対応すべく、24時間365日対応の多言語コール
センター（名称：Be.Okinawaインバウンド医
療通訳コールセンター）を開設し、①電話通訳 ②メー
ル翻訳サービス ③医療機関向け相談窓口 をすべ
て無償で実施しております。
　各医療機関におかれましては、是非、有効利用
下さいますようご案内申し上げます。

インバウンド医療通訳コールセンター
の開設について

0570-050-232

0570-050-233

（16ヵ国語対応）

okinawa_mi@okinawa-kanko.com

info@okinawasoudan.com

（16ヵ国語対応）
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